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 要  旨 
 制御対象の中に設計可能なパラメータを有する制御系は数多く存在する.そのため近年,モデル
に対する設計パラメータと制御対象を同時に最適化する同時最適化が注目されている. 
同時最適化を用いることで,構造物を最適化した後に制御系を最適化する最適化手法より評価関
数の値が小さくなることが示されている. 
 しかし,多くの研究は不確かさを無視して同時最適化を行っている.実際のシステムにはモデル
化誤差が存在し,それを考慮して設計しなければならない. 
 そこで,本研究では構造系と制御系に不確かさを含むようなシステムについて不確かさを含む
システム行列 AA Δ+ 及び駆動行列 BB Δ+ をデルタ規範というニューラルネットワークの一手
法を用いて推定し,その結果を とする方法を提案する.この行列を用いることで実際のシス
テムを不確かさが無い場合の問題に帰着することが可能となり,不確かさを含まない構造系と制
御系の同時最適化の手法を用いて同時最適化を行うことができる. 
++ BA ,
 一般的にはシステムの全状態を使用することは難しいため,本研究では不確かさを含んだ行列
を推定する際に,全状態を使用することが出来ない場合も考慮して実システムの状態と推定値の
誤差を 0 にするような線形行列不等式(LMI)を解くことで求めることが出来るオブザーバを設計
し,推定する際の教師信号として利用している. 
 この際,構造系のシステムはどのように不確かさが関わってくるかを定式化する事が出来るた
め係数行列の推定には推定の初期値として を与えている.しかし,一般的なシステムは不確か
さによってシステムにどのような影響を及ぼすかわからない.そこで一般系への拡張を行うこと
を考慮して の情報を用いずに係数行列を推定する方法と比較を行い.その有意性があること
を確認した. 
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 この論文は 2 章にて研究を行う際に必要な基礎理論の説明,3 章にて対象となるシステムを挙げ
る.4 章で全状態が利用でない場合に用いるオブザーバについて説明し,5 章にて設計を行ってい
る.6 章で今回の手法を利用するモデルとなる両端支持はり(Simply supported beam)のモデルを
定式化し,本手法を用いた同時最適化の数値例を挙げる.7 章で,シミュレーションを通しての問題
点を挙げ今後の課題について議論する. 
 
 
